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ココロのヒカリ

谷川俊太郎（文）

元永定正（絵）

文研出版

剣淵のお子さんたちにはおな

じみの絵本、『もこもこもこ』の

２人が、新しい絵本を作りまし

た。谷川さんのリズミカルな文

と元永さんの鮮やかなヒカリの

絵が、読んでいる人の「ココ

ロ」に直接響くように感じま

す。大人になればなるほど「味

わえる」絵本だと思います。

シニガミさん

宮西達也（作・絵）

えほんの社

宮西さんの絵本でよく登場す

る「オオカミ」さんと「ブタ」さ

ん。今回は少し様子が違い、

その２匹の死ぬ時期を決める

「シニガミさん」が出ています。

病のブタを懸命に看病してい

るオオカミを冷静に見つめるシ

ニガミ。自分の後ろにもシニガ

ミがいるのかもと、ドキッとしま

した。

新着図書
・生命樹 奥田實著

・ひとり 吉本隆明著

・科学の本っておもしろい

科学読物研究会編

ほか


